
２０２５年度第３回中山競馬特別レース名解説 

 

＜第１日＞ 

○ ブラッドストーンステークス 

 ブラッドストーン（Bloodstone）は、暗緑色で不透明な素地に赤い斑点の入った石

で、3月の誕生石。主な産出地は、インド・オーストラリア・アメリカ。生命力を象

徴する石とされており、主に指輪などのアクセサリーに用いられる。 

 

○ 伏竜ステークス 

 伏竜（ふくりゅう）は、水中に潜み昇天の機を待つ竜のこと。また、世間に知られ

ていない優れた才分を持つ人物の雅称。中国の「三国志」には、諸葛亮孔明の別称と

して登場する。 

 なお、本競走は、日本馬を対象とした『ケンタッキーダービー』出走馬選定ポイン

トシリーズ「JAPAN ROAD TO THE KENTUCKY DERBY」の対象レースとなって

いる。 

 

○ 日経賞（ＧⅡ） 

 本競走は、1953年に『日本経済賞』の名称で創設された重賞競走。当初は距離芝

3200mで実施されていたが、その後 1958年に 2600mとなり、1967年から現行の

2500mへと短縮された。 

 なお、第 1着馬には同年の『天皇賞（春）』への優先出走権が与えられる。 

 日本経済新聞社は、東京と大阪に本社を置く新聞社。本競走は、同社より寄贈賞を

受けて実施されている。 

 

 

＜第２日＞ 

○ ミモザ賞 

 ミモザ（Mimosa）は、マメ科オジギソウ属の多年草。今日ではマメ科アカシア属

の常緑高木の俗称として用いられることも多い。花は黄色で球状に集まって咲く。花

言葉は「豊かな感受性」「秘密の愛」。 

 

○ 船橋ステークス 

 船橋（ふなばし）は、千葉県北西部の市。船橋大神宮の門前町と宿場町、漁村が結

合して発展した。商工業が盛んで、京葉工業地域の一部を形成している。名は、川を

渡る際に並んだ船を橋の代わりにしていたことに由来するとされる。 

 なお、同市は中山競馬場の所在地でもある。 



○ マーチステークス（ＧⅢ） 

 本競走は、1994年に創設された重賞競走。創設当初よりダート 1800mのハンデキ

ャップ戦で実施されている。 

 マーチ（March）は、3月を意味する英語。古代ローマの暦では農耕が始まる 3月

が 1年の始まりであったとされ、ローマ神話における農耕の神マルスに由来するとさ

れる。 

 

 

＜第３日＞ 

○ 山吹賞 

 山吹（やまぶき）は、バラ科の落葉低木。山間の湿地に多く群生する。晩春に黄色

の五弁花を開き、暗褐色の実をつける。花言葉は「気品」「崇高」。 

 

○ 千葉日報杯 

 千葉日報社は、千葉県千葉市に本社を置く新聞社。本競走は、同社より寄贈賞を受

けて実施されている。 

 

○ ダービー卿チャレンジトロフィー（ＧⅢ） 

 本競走は、1969年にイギリスからエプソムダービー9勝などの記録を持つレスタ

ー・ピゴット騎手ら 3名を招待して「英国騎手招待競走」を開催した際、第 18代ダ

ービー卿からトロフィーの寄贈を受けたことを記念して創設された重賞競走。当初は

芝 1800mの別定重量戦で実施されていた。幾度かの変更を経て、1996年以降は距離

が 1600mに、2002年以降にはハンデキャップ戦として、実施されている。 

 

 

＜第４日＞ 

○ 安房特別 

 安房（あわ）は、旧国名のひとつ。現在の千葉県南部を指す。戦国時代に里見氏が

統一し、江戸時代に入り里見氏が改易されて以降は、天領・旗本領・小藩に分割統治

された。1871年の廃藩置県で木更津県となり、後に千葉県に編入された。 

 

○ アリエスステークス 

 アリエス（Aries）は、おひつじ座のこと。2等星ハマルが目印で、黄道十二星座の

ひとつ。ギリシャ神話において、全能の神ゼウスが怪物から逃げる際に羊になったこ

とから、その姿が星座になったといわれている。名は、ラテン語の「Aries（雄の

羊）」に由来する。 



○ 美浦村村制施行７０周年記念 美浦ステークス 

 本競走は、美浦村村制施行 70周年を記念して実施される。 

 美浦（みほ）は、茨城県南部、稲敷郡北部の霞ヶ浦に面した村。湖岸の低湿地帯に

は水田が広がり、低い台地には畑地が多い。霞ヶ浦に面した安中台地にある陸平貝塚

は、1879年に日本人の手で初めて発掘調査された縄文時代の遺跡である。 

 なお、同村には JRAの競走馬調教施設である美浦トレーニング・センターがある。 

 

 

＜第５日＞ 

○ 山藤賞 

 山藤（やまふじ）は、マメ科のつる性落葉低木。本州中部以西の山野に自生する。

葉は卵形の小葉からなる羽状複葉。4月から 5月頃、紫色の蝶形の花が総状に垂れ下

がって咲く。花言葉は「歓迎」「懐かしい思い出」。 

 

○ あけぼのステークス 

 あけぼの（曙）は、ほのぼのと夜が明けはじめるころ、夜明けのことを指す言葉。

「春はあけぼの...」という書き出しで始まる清少納言の「枕草子」では、春の趣はあ

けぼのにあることを謳っている。 

 

○ ニュージーランドトロフィー（ＧⅡ） 

 本競走は、1971年にニュージーランドのベイオブプレンティレーシングクラブ（現

レーシングタウランガ）からカップの寄贈を受けて実施された『ベイオブプレンティ

レーシングクラブ賞グリーンステークス』を前身とする重賞競走。1983年に『ニュー

ジーランドトロフィー4歳ステークス』として重賞競走となった後、1996年に

『NHKマイルカップ』が創設されたことに伴い、同競走のトライアルレースとなっ

た。 

 なお、第 3着までの馬には『NHKマイルカップ』への優先出走権が与えられる。 

 

 

＜第６日＞ 

○ 印西特別 

 印西（いんざい）は、千葉県北部の市。JR成田線沿線の既成市街地や千葉ニュータ

ウンを中心に市街化が進んでいる。市内には木下万葉公園の河津桜など桜の名所が多

くあり、市民に親しまれている。 

 

 



○ 鹿野山特別 

 鹿野山（かのうざん）は、君津市と富津市の境に位置する標高 379mの山。山中に

は神野寺がある。山頂は平坦地が広く、東京湾の眺望に優れている。 

 

○ 春雷ステークス（Ｌ） 

 春雷（しゅんらい）は、春の初めに鳴り響く雷。その雷によって雨が降り、豊作と

なることから、大変めでたい雷とされてきた。また、雷に驚き、冬眠していた虫たち

が目覚めるとされ、「虫出しの雷」とも呼ばれる。 

 

 

＜第７日＞ 

○ 袖ケ浦特別 

 袖ケ浦（そでがうら）は、千葉県中央部の市。東部は市原市、西部は木更津市、北

部は東京湾にそれぞれ接している。1960年代以降、沿岸部に京葉工業地域が形成さ

れ、ここから電気・ガス・石油などの膨大なエネルギーが首都圏へと送られている。 

 

○ 下総ステークス 

 下総（しもうさ）は、現在の千葉県北部と茨城県南部、埼玉県東端部に渡る旧国

名。1873年に、安房、上総と併せて千葉県と改称した。 

 

○ 農林水産省賞典中山グランドジャンプ（Ｊ・ＧⅠ） 

 本競走は、1934年に当時の中山競馬倶楽部理事長肥田金一郎氏が、東京競馬場の

『東京優駿（日本ダービー）』に匹敵する中山競馬場の名物レースとして創設した

『中山大障害』を前身とする競走。創設時の障害は現在より大きいものを使用してお

り、合計 10回の飛越と坂路を 6回上り下りするものであった。その後、幾度かの距

離の変更を経て、1972年秋からは創設時の 4100mに戻された。創設時より春と秋の

年 2回実施されていたが、1999年から春の競走名が『中山グランドジャンプ』に変更

され、Ｊ・ＧⅠに格付けされた。また、2001年より距離が 4250mへと延伸、2025年

は競走当該週の使用コースの変更により 4260mで実施される。 

 

 

 

 

 

 

 



○ 葛飾特別 

 葛飾（かつしか）は、下総国の古郡名。また、現在の千葉県船橋市南西部にかつて

存在した町村名。1889年、西海神・古作・本郷などの 8ヵ村がまとまり、東葛飾郡葛

飾村が成立した。1931年には葛飾町となり、1937年に船橋町他と合併して船橋市と

なった。葛飾の名は、本郷にある葛飾神社に因んだものといわれている。なお、中山

競馬場の前身である中山競馬倶楽部は、1927年まで中山町と葛飾村にまたがる地に所

在していた。 

 

 

＜第８日＞ 

○ 利根川特別 

 利根川（とねがわ）は、群馬県北端の大水上山付近に源を発し、関東平野を北西か

ら南東に貫流して千葉県の銚子で太平洋に注ぐ川。延長 322km。流域は東京・千葉・

埼玉・茨城・栃木・群馬・長野の 1都 6県にまたがり、その流域面積は 16,840㎢で

日本一を誇る。 

 

○ 野島崎特別 

 野島崎（のじまざき）は、千葉県の房総半島最南端にある岬。1703年の大地震で沖

合の島が隆起して岬になったと言われている。 

 

○ 京葉ステークス（Ｌ） 

 京葉（けいよう）は、東京都と千葉県の東京湾岸地域を指す名称。この地域では千

葉県浦安から市原経由で富津まで臨海工業地帯が形成されている。 

 

○ 皐月賞（ＧⅠ） 

 本競走は、イギリスのクラシックレース『2000ギニー』に範をとり、1939年に

『横浜農林省賞典 4歳呼馬競走』として創設された重賞競走。当初は、横浜競馬場

（根岸競馬場）の芝 1850mで実施されていたが、1943年以降は東京競馬場へ移設さ

れた。1949年に中山競馬場へ舞台を移したのを機に競走名が『皐月賞』とされ、

1950年には距離が 2000mに延伸され現在に至る。 

 クラシック 3冠競走（『皐月賞』・『東京優駿』・『菊花賞』）の第一関門となっ

ており、その中でも「最も速い馬が勝つ」と言われている。 

 なお、第 5着までの馬には『東京優駿（日本ダービー）』への優先出走権が与えら

れる。 

 

 



○ サンシャインステークス 

 サンシャイン（Sunshine）は、「日差し」「晴天」を意味する英語。 


